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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
村
政

推
進
に
温
か
い
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
紀
伊
半
島
大
水
害
（
一

昨
年
の
台
風
12
号
災
害
）
か
ら
の
再

生
・
復
興
の
足
が
か
り
と
な
る
一
年

で
し
た
。
被
災
地
の
住
宅
改
修
や
地

区
内
整
備
も
ほ
ぼ
一
段
落
し
、
国
や

県
に
よ
る
崩
壊
地
の
工
事
方
法
も
決

定
さ
れ
数
々
の
難
題
を
克
服
し
な
が

ら
鋭
意
施
工
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
被

災
地
で
は
少
し
ず
つ
で
す
が
、
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
村
全
体
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

風
評
被
害
に
よ
り
激
減
し
た
観
光
客

の
取
り
戻
し
の
た
め
の
様
々
な
施
策

や
、
も
み
じ
祭
り
の
再
開
な
ど
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
っ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
巳
年
で
ご
ざ
い
ま

す
。
『
漢
書
・
律
暦
志
』
で
は
巳
年

は
次
の
生
命
が
作
ら
れ
は
じ
め
る
時

期
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
村

も
こ
の
こ
と
に
あ
や
か
り
ま
し
て
復

興
か
ら
発
展
へ
の
芽
生
え
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
皆
様
の
声
に
し
っ
か
り

と
耳
を
傾
け
、
ふ
る
さ
と
天
川
村
の

確
か
な
未
来
を
築
く
た
め
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

天 川 村 長
森　本　靖　順



�

　任期満了に伴う天川村議会議員選挙は11月27日に告示され現職６人、新人４人の届出により12年
ぶりの選挙戦となりました。
　投票は12月２日に村内８ヵ所の投票所で行われ、午後７時30分より山村開発センターにおいて即
日開票されました。選挙結果については下記のとおりです。

　◆ 当日有権者数	 1,486人	 ◆ 候補者別得票数（届出順）
　◆ 投票総数	 1,359票	 　 小屋　敏巳	 118票
　◆ 投票率	 91.45％	 　 柿坂　忠義	 178票
　◆ 有効投票	 1,349票	 　 玉井　賢司	 132票
　◆ 無効投票	 10票	 　 弓場　　昭	 130票
	 	 　 水口　九郎	   88票
	 	 　 堀井　義信	 121票
	 	 　 今西　　勉	 160票
	 	 　 辻　　　茂	 158票
	 	 　 銭谷　春樹	 121票
	 	 　 銭谷　欣吾	 143票

　投開票日の翌日12月3日午前10時から山村
開発センターにおいて当選証書附与式が行わ
れ、前日の選挙会で得票数の最多であった方
から順に議会議員の定数である８名の方に対
し天川村選挙管理委員会の乾井委員長より当
選証書が付与されました。

　11月26日に選挙管理委員会が開催され天川村議会議員選挙における選挙人名簿の選挙時登録が行
われました。今回の選挙時登録による選挙人名簿登録者数は次の表のとおりです。

平成24年12月2日執行　天川村議会議員選挙の開票結果

天川村議会議員選挙
当選証書附与式

天川村議会議員選挙における選挙人名簿の選挙時登録

男 女 計
前回登録者数（９月２日定時登録） 695人 799人 1,494人
名簿抹消者数 9人 9人 18人
名簿登録者数 11人 12人 23人
選挙人名簿登録者数（11月26日） 697人 802人 1,499人
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◆ 防災備蓄品の備蓄
　平成24年度に西部地区への備蓄を予定していた防災備
蓄品について12月初旬に納入しその後各集会所等に配備
を行いました。
　備蓄品の内容は「防災てんかわ 第５号」でお知らせし
たとおりですが、食糧や毛布などは、万が一、地域が孤
立した場合でも、その地区の住民の方全員が概ね３日間
は生活できるだけの数量としています。
　防災備蓄品の備蓄は災害時を想定してのものですの
で、これらを使わなくてもよいことが最も望ましいこと
なのですが、地震、台風、大雨など災害はいつ、どこで
起こっても不思議ではなく、また、われわれは昨年の12
号台風で災害の怖さを身をもって経験しました。この教
訓を忘れず各地区で、あるいは各世帯で災害に備えてい
くようにしましょう。
　なお、今年度中には防災倉庫を西部地区の各集会所等
に設置し災害時に備えた体制を築いていきます。
　また、来年度には中央・洞川地区への備蓄を行う予定
です。

◆ 平成25年度の防災事業
　次年度の防災事業はすでにお知らせしていることに加え、さらに先に進んだ事業を現在検討していると
ころです。具体的な内容については、もう少し先の広報等にてお知らせいたしますが、おおむね次のよう
な方針で進めていきたいと考えています。

　地区（自主防災組織）が行う防災活動の支援

　 → 避難訓練、総合防災訓練、防災講習会など地域が主体となって行う防災活動に対する支援

　地域ごとの避難マップの作成・配布

　 → �今年度に作成した原案をもとに作成、危険個所や過去の災害場所、過去からの伝承（言い伝え）な
どを掲載

　情報伝達手段の強化

　 → �防災行政無線（戸別受信機）を中心とした役場と地域の情報伝達手段をより精度の高いものにでき
るような対策

防災 てんかわ
第７回
◇◇ 防災備蓄品の配備を完了しました  ◇◇

備蓄品納入の様子（山村開発センター）

備蓄品の配備の様子
（栃尾生活改善センター）
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安全で楽しい冬休みをおくるために
☆毎日の計画をたて、けじめのある生活をおくりましょう。

☆心のこもったあいさつや言葉づかいをしましょう。

☆�交通安全に気をつけましょう。（特にせまい道からの飛び出しや自転車の乗り方等に注意し

ましょう。）

☆外出する時には、防犯ブザーを忘れずに持ちましょう。

☆遊びに行くときは、『だれと、どこへ行く、いつ帰る』など伝えておきましょう。

☆夕方は、暗くなる前に家に帰りましょう。　　　　　　　　　　　

☆夜の外出は、家の人といっしょにしましょう。

☆各学校・園のきまりを守りましょう。

☆知らない人にさそわれても、ついて行かない。

☆ナイフや危険ながん具を持たない。

☆火遊びをしない。（マッチ・ライター等を持ち歩かない。）

☆手洗い、うがいを心がけ、インフルエンザの予防につとめましょう。

これはよいこと？　わるいこと？　よく考えて行動しよう！

青少年の健全育成をめざして
☆無免許運転、危険な暴走運転や深夜の迷惑な運転（騒音）をなくしましょう。

☆交通安全の面から、民家密集地での路上駐車はやめましょう！

☆青少年の深夜外出には、制限があります！（奈良県青少年の健全育成に関する条例）

　保護者は、青少年（6歳以上18歳未満の者）を深夜（午後11時から翌日の午前4時まで）に外出させないように。

☆未成年者の喫煙・飲酒行為の絶無！

☆子どもたちを有害な情報（インターネット・メール・図書・ビラ等）から守りましょう。

2012年度冬号

今、子どもたちが危ない！！
　この冬休み、子どもたちが安全で、楽しい日々を過ごせます
よう地域の皆様のご協力をよろしくお願い致します。

　　天川村の子どもたちを　守り育てるのは
　　　　わたしたち大人の　そして　地域の責任です！

子　ど　も　は　地　域　の　宝 
《やまびこ運動》にもご協力をお願いします。

 天 川 村 青 少 年 健 全 育 成 協 議 会
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⑩

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎0747‒64‒0999　℻0747‒64‒0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

2月2日（土）10：00〜15：30
　冬の一日をスノーシュー（西洋かんじき）をはいて楽しくハイキング。たくさんの雪あるかな？
　名物簡単遊びながらアイスクリーム作りも。（雪のある低い山へ＝初心者から）（※充分な積雪のない場合中止）
【講　　師】職　　員　　【参加費】2,000円（小中学生半額）（スノーシューレンタル別途2,000円）
【集合場所】天川村役場駐車場　　　【定　員】20人（小中学校高学年から）
【持 ち 物】弁当・水筒・帽子・タオル・手袋・防寒具・雨具

冬の自然体験（特別編）
スノーシューハイキング　雪遊びもあるよ

天川村『いい・風呂』キャンペーン

お正月は２・３日に臨時営業！
　１月２日（水）・３日（木）は、午後１時から午後５時30分受付終了
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午後６時閉館）

めっきり寒くなるこの季節あったまる天川村営の「いい・風呂」へGO！

ご家族お揃いで「初風呂」を！！

縁起の良い「初風呂」でリラックス！

いい初夢を！
一富士、二鷹、三茄子

村民みんなの財産・みんなでご利用を！
おひとりでも多くのご利用をお待ちしております！
また、お客さまへの広報をお願い致します。

世界遺産「大峯奥駈道」

天　川　村
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会社や事業主の皆様方へ

（給与支払報告書の提出は１月31日までにお願いします。）
　平成24年中に給与の支払いを行った事業所に対して、平成25年１月31日までに給与支払報告書を
提出されるようにお願いしています。
　12月中旬に村から「給与支払報告書総括表」を送付しましたので、総括表が届いた事業所は、給
与支払報告書（個人別明細書）にその総括表を添付して役場住民課まで提出して下さい。
　なお、「給与支払報告書総括表」が届かなかった事業所でも、天川村在住の従業員がいらっしゃる
場合は、必ず給与支払報告書（個人別明細書）を提出して下さい。

（個人住民税の特別徴収の推進について）
　奈良県全体では、地方税法の趣旨に基づく適切な課税と徴収を行うとともに、個人住民税の特別徴
収（給与天引き）の推進を事業主の皆さんに働きかけています。

個人住民税特別徴収の流れ

 

　個人住民税の特別徴収とは、個人の前年の所得に対してかかる税金を事業主（給与支
払者）が毎月の従業員の給与から差し引き、翌月の納期限までに納入する制度です。
　地方税法第321条の４などの規定により所得税の源泉徴収義務のある事業主は、個人
住民税についても特別徴収義務者として、パート・アルバイト・役員などを含むすべて
の従業員に対して特別徴収する必要があるとされています。

　25年度住民税から特別徴収に切り替えが可能な場合
　１月31日までに提出する給与支払報告書総括表にその旨の記載をして役場に提出して下さい。

　事業主の皆様におかれましては、特別徴収の実施にご協力の程よろしくお願い致します。

給与支払報告書の提出について

お問合せ先：　住民課住民税係　☎６３－０３２１
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　１月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　１月の予定表

見える所に貼り、ご活用下さい。

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 水	 診　　察	 診　　察		  資源１

	 17	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源２

	 18	 金	 診　　察	 診　　察		  燃焼

	 19	 土

	 20	 日	

	 21	 月	 診　　察	 診　　察		  燃焼

	 22	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 23	 水	 診　　察	 診　　察		

	 24	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  不燃

	 25	 金	 診　　察	 診　　察		  燃焼

	 26	 土	

	 27	 日	

	 28	 月	 診　　察	 診　　察		  燃焼

	 29	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 30	 水	 診　　察	 診　　察	

	 31	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源２

（予約）
粗　大

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

（予約）
粗　大

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜
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閉　館　日（成人の日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　館　　日（元旦）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　１月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　１月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 1	 火	

	 2	 水	

	 3	 木	

	 4	 金	 診　　察	 診　　察	 脳のトレーニング教室	 燃焼

	 5	 土	

	 6	 日	

	 7	 月	 診　　察	 診　　察		  燃焼

	 8	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 9	 水	 診　　察	 診　　察	

	 10	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  不燃

	 11	 金	 診　　察	 診　　察		  燃焼

	 12	 土	

	 13	 日

	 14	 月	

	 15	 火	 診　　察	 検 査 日		  燃焼

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

（予約）
粗　大

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせ
ず不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、
予約制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みくだ
さい。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　毎年好評をいただいております運動機能向上教室、今年も９月より開催させていた
だいております。
　寒さの厳しい毎日に運動不足を感じておられる方や 「最近つまずきやすくなっ
た」等の日常生活に関する不安をお持ちの方、これからも元気でいきいきと生活する
ために身体能力の維持・向上を希望される方は是非ご参加ください。
　この教室への参加を希望される方は、ほほえみポート天川内健康福祉課までお申し
込みください。みなさまのご参加を、こころよりお待ちしております。

　任意予防接種であるインフルエンザ、おたふくかぜ、水痘などの任意予防接種を受けた費用を村で負担い
たします。子どもたちの健康を守るため、予防接種をされた方は是非この制度をご利用ください。
対　象　：　天川村に住所を有する15歳（中学校３年生）までの方。
方　法　：　�医療機関発行の領収書及び母子手帳（予防接種の記録が確認できる物）、印鑑、振込先口座の

通帳をご持参の上、ほほえみポート天川内健康福祉課まで申請ください。
※　�任意予防接種の料金を村で負担する制度です。任意予防接種については、従来通り保護者の判断により

医療機関で受けて下さい。
※　任意予防接種の案内を村で行うことはありませんので、ご了承ください。

　介護をされておられる方を対象に、理学療法士によるリハビリ相談会を開催しま
す。ご家族の介護をされておられる方の動作介助（立ち上がり、着替え、歩行等）の
お悩み、補助具の選び方や正しい使い方等について、理学療法士の先生に直接ご相談
いただけます。利用を希望される方は、ほほえみポート天川までお気軽にご連絡くだ
さい。詳しくご案内させて頂きます。

教室などの詳しい内容や申込み方法、ご不明な点につきましては、ほほえみポート天川　保健師
までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎　0747−63−9110

運動動機能向上教室のご案内

任意予防接種料の公費負担制度のご案内

心の健康相談会のご案内

リハビリ相談のご案内

開　催　日 ： １月23日（水）　　　　　会　　場 ： ほほえみポート天川
内　　　容 ： 個別相談　（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）

実施日時 ： ３月までの　毎週金曜日　１０：３０～１２：００
参加対象 ： 天川村に住民票をおく65歳以上の人
内　　容 ： �専門指導員による体操やストレッチを行なうことによって、運動不足の解消や日常生活

を行なう上での身体能力を高めます。
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　「ノロウイルス」が主な原因とみられる感染性胃腸炎が増加しています。ノロウイルスによる感染
性胃腸炎や食中毒は１年を通じて発生していますが、特に冬季に流行します。感染力が強く、感染す
ると下痢や嘔吐などの症状をもたらすノロウイルス。今年は例年以上の大流行となる可能性も指摘さ
れています。
【どのように感染するのか】
　感染経路はほとんどが経口感染で体内に侵入します。感染力が非常に強いです。
　例えば・・・
　○汚染された食品（特に二枚貝）を生や加熱不十分なまま食べる。
　○かかっている人の嘔吐物や糞便を処理する。
　○調理した人の手指を介して汚染された食品等を食べる。
　○汚染されたドアノブやタオル等を介して、人から人へ感染する。
　　などがあります。
【経過】
　潜伏期間（感染してから発症までの時間）は24～48時間で、主な症状は吐き気・嘔吐・下痢・腹
痛であり、発熱は軽度です。通常、これらの症状が１～２日続いた後、治癒し、後遺症もありませ
ん。しかし乳幼児や寝たきりの高齢者等免疫力の低い者は、下痢や嘔吐等の症状がきっかけとなって
重症や死亡にいたるケースもおこり得ます
　また、感染しても発症しない場合や軽い風邪のような症状の場合もあります。
　症状がなくなっても、通常で１週間程度、長い時には１ヶ月程度ウイルスの排泄が続く事があるの
で、注意が必要です。
【治療法】
　特効薬はありません。対症的な治療が中心となります。下痢止め薬は病気の回復を遅らせる事があ
るので使用しないことが望ましいとされています。
　早めに医師の診察を受ける事が重要です。
【予防方法】
○手洗いを丁寧に頻回にしましょう。
　�　常に爪を短く切って、指輪等をはずし、石けんを十分泡立て、ブラシなどを使用して手指を洗い
ます。すすぎは温水による流水で十分に行い、清潔なタオル又はペーパータオルで拭きます。石け
んにはウイルスの感染を失わせる効果はありませんが、手の脂肪等の汚れを落とすことにより、ウ
イルスを手指からはがれやすくする効果があります。
　　ノロウイルスにはアルコール消毒液はあまり効果がありません。
○食品は食品の中心温度85℃以上で１分間以上の加熱を行うと感染性はなくなるとされています。
○�調理台、調理器具等は洗剤などを使用し十分に洗浄した後、塩素系漂白剤で浸すように拭きます。
またまな板、包丁、へら、食器、ふきん、タオル等は熱湯（85℃以上）で１分以上の加熱が有効
です。二枚貝を調理する時は、特に注意が必要です。

＜下痢や嘔吐等の症状のある家族がいる場合＞
○排泄の介助や嘔吐物の処理の際には、マスクや使い捨て手袋等着用しましょう。
○作業後の手洗いは必ずしましょう。
○�家の中の消毒→人の手の触れる可能性のある物は感染経路になると考えられます。トイレだけでな
く、家庭内の直接手で触れる機会がある場所を消毒しましょう。消毒は塩素系漂白剤（「使用上の
注意」を確認しましょう）または熱湯（85℃以上）で１分です。

ご不明な点につきましては、ほほえみポート天川内健康福祉課保健師までお問い合わせ下さい。
連絡先　☎　0747−63−9110

ノロウイルスの流行にご注意ください！
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　20歳を迎えると、様々な権利とともに義務も生まれます。国民年金に加入することもそのひとつ
です。
　皆様方の中には、「年金なんて先のことだから関係ない。」なんて思っている人はいませんか？

　国民年金は、日本に住んでいる20歳から60歳までのすべての人が加入して、やがて誰にも訪れる
老後の所得保障だけでなく、障害や死亡といった不慮の事故などにより私たちの生活の安定が損なわ
れることのないよう、みんなで前もって保険料を出し合いお互いを支え合う制度です。

　また、少子高齢化が進行し現役世代の負担が年々増加していますが、基礎年金の半分は国庫負担で
賄われているため、現在20歳の方も納付した保険料以上の年金が受け取れます。さらに賃金や物価
の変動に合わせて年金額が改定されますので、大変有利です。ただし、加入の手続きや保険料の納め
忘れがあると年金が受け取れないこともありますので、「あのときに・・・」と後悔する前に必ず国
民年金の加入手続きを取りましょう！

　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合は、「学生納付特例」や「若年者納
付猶予」など保険料の支払いを猶予する制度がありますので、お住まいの市町村役場で国民年金の加
入手続きと併せて申請してください。

日本年金機構・天川村

20歳になったら『国民年金』

必ずチェック！　最低賃金　特定最低賃金が改正されました
はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業

時間額　８０３円
（平成24年12月27日発効）

電機関係製造業
電子部品・デバイス・電子回路、発電用・送電用・
配電用電気機械器具、産業用電気機械器具、民生
用電気機械器具製造業

時間額　８０２円
（平成24年12月27日発効）

自動車小売業 時間額　８０４円
（平成24年12月27日発効）

木材・木製品、家具・装備品製造業
（製材熟練等）

時間額　 　８１６円
日　額　６,５２７円
（平成元年１月25日発効）

奈良県最低賃金　時間額６９９円（平成24年10月6日発効）
奈良労働局賃金室　　☎０７４２－３２－０２０６
大淀労働基準監督署　☎０７４７－５２－０２６１
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I N F O R M A T I O N

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
い
う
病
気

を
ご
存
知
で
す
か
？　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
今
や
国

民
の
８
人
に
１
人
で
み
ら
れ
る
病
気
で

す
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
自
分
が

Ｃ
Ｋ
Ｄ
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
な
い
方
が

多
く
お
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
？
そ

れ
は
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
か
な
り
進
行
す
る
ま
で

は
全
く
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
で
す
。

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
自
分
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
で
あ

る
か
ど
う
か
分
か
る
で
し
ょ
う
？　

Ｃ
Ｋ

Ｄ
の
診
断
に
は
尿
検
査
と
血
液
検
査
が
必

要
で
す
。
尿
検
査
で
尿
に
タ
ン
パ
ク
や
血

が
も
れ
て
い
な
い
か
調
べ
ま
す
。
ま
た
、

血
液
検
査
で
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
を
測

定
し
、
推
定
糸
球
体
濾
過
値
（
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）

を
計
算
し
ま
す
。
こ
の
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
皆
さ
ん

の
腎
臓
の
働
き
の
指
標
で
す
。
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は

概
ね
１
０
０
が
正
常
値
で
す
。
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が

10
を
下
回
る
よ
う
に
な
る
と
透
析
な
ど
の

準
備
が
必
要
で
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
放
置
す
る
と
ゆ
っ
く
り
進
行

し
、
特
に
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
50
を
下
回
る
と
腎
機

能
が
加
速
度
的
に
低
下
し
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
な
る
と

心
血
管
病
（
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
）

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ｃ

Ｋ
Ｄ
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
よ
り
厳
重
な

血
圧
・
血
糖
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
管
理

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
早
期
発
見
が
重
要
で

す
。
早
期
に
適
切
な
治
療
を
開
始
す
る
と

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
進
行
を
食
い
止
め
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
尿
検
査

や
採
血
を
し
な
い
と
診
断
で
き
ま
せ
ん
。

奈
良
県
で
は
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険

に
よ
り
、
特
定
健
診
で
尿
検
査
と
Ｇ
Ｆ
Ｒ

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

健
診
を
受
け
て
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
早
期
に
発
見

し
、
元
気
な
腎
臓
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健

康
相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検

査
等
は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

�

１
月
８
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時　

※
予
約
不
要

☆�

精
神
科
の
健
康
相
談
（
精
神
神
経
科
部

会
）

　
�

１
月
10
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時　

※
予
約
必
要

☆�
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科

部
会
）

　

�

１
月
28
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時　

※
予
約
必
要

○
場　
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

�

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八

木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

　

�

連
絡
先
：
〒
６
３
４―

８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５―

５―

８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４―

22―

８
５
０
２

　

１
月
26
日
は
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼

損
し
た
日
（
昭
和
24
年
）
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
定
め
ら
れ
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文

化
財
を
火
災
・
震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら

守
る
た
め
に
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

文
化
財
は
、
た
く
さ
ん
の
工
夫
と
努
力

に
よ
っ
て
幾
多
の
世
代
を
超
え
て
伝
え
ら

れ
、
今
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
文
化
財
は
、
関
係
者
の
努
力
だ
け

で
な
く
、
住
民
一
人
一
人
が
文
化
財
を
火

災
等
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
の
日
常
の
心

配
り
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
、
大
切
な
文
化

財
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

�

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
・
下

市
消
防
署
天
川
出
張
所

火
事
・
救
急
は
１
１
９

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
相
談
窓
口

　

☎
52―

１
１
９
９
・
63―

０
２
９
９

　

http://www.nakayoshino.or.jp/

　

平
成
二
十
四
年
第
五
回
天
川
村
議
会
臨
時

会
が
、
十
月
二
十
三
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

可
決
事
項

～
契
約
の
締
結
～

◇�

天
川
中
学
校
災
害
復
旧
工
事
に
か
か
る
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽�

天
川
中
学
校
災
害
復
旧
工
事
の
請
負
契
約

に
関
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
四
年
第
五
回
臨
時

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

　

平
成
二
十
四
年
第
六
回
天
川
村
議
会
臨
時

会
が
、
十
一
月
十
六
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

可
決
事
項

～
契
約
の
締
結
～

◇�

天
川
中
学
校
災
害
復
旧
工
事
に
か
か
る
請

負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

▽�

天
川
中
学
校
災
害
復
旧
工
事
の
請
負
契
約

の
変
更
に
関
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
四
年
第
六
回
臨
時

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
腎
臓
は

お
元
気
で
す
か
？

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

文
化
財
防
火
デ
ー
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お し ら せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
学

べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

○�

15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と

し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○�

18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上

在
学
し
て
、
１
２
４
単
位
を
取
得
し
卒

業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を

取
得
で
き
ま
す
。

○�

一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方

に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

�

お
気
軽
に
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
７
４
２―

20―

７
８
７
０
）
ま

で
ご
請
求
く
だ
さ
い

　

�

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

○�

死
亡
事
故
の
多
く
は
、 

利
用
者
の
首

が
サ
イ
ド
レ
ー
ル
と
サ
イ
ド
レ
ー
ル
の

す
き
間
や
ベ
ッ
ド
ボ
ー
ド
と
サ
イ
ド
レ

ー
ル
の
す
き
間
に
挟
み
込
ま
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、
平
成
24
年
度
に
は
、

４
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

（
10
月
末
時
点
）
。

☆�

危
険
な
部
分
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
、
正
し
い
使
い
方
に
よ
っ
て
未
然
に

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

（
対
応
策
）

☆�

ク
ッ
シ
ョ
ン
材
や
毛
布
な
ど
で
す
き
間

を
埋
め
る

☆�

す
き
間
を
埋
め
る
対
応
品
を
使
用
す
る

（
対
応
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
各
ベ
ッ

ド
メ
ー
カ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

☆�

サ
イ
ド
レ
ー
ル
等
の
全
体
を
カ
バ
ー
や

毛
布
で
覆
う

☆�

危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
定

期
的
に
ベ
ッ
ド
利
用
者
が
目
視
確
認
を

行
う

◎�

募
集
種
目
：

　

�

○
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
２
次
募
集

○
幹
部
候
補
生
○
医
科
・
歯
科
幹
部
○

予
備
自
衛
官
補

◎
受
験
資
格

☆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
２
次
募
集

　

�

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
：
18
歳
以
上

27
歳
未
満
（
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
者
）

☆
幹
部
候
補
生

　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

　

�

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
：
20
歳
以
上

22
歳
未
満
で
、
大
学
卒
業
に
相
当
す
る

者
☆
医
師
・
歯
科
幹
部

　

�
医
師
免
許
又
は
歯
科
医
師
免
許
取
得
者

で
経
験
年
数
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

�

細
部
は
、
奈
良
自
衛
隊
Ｈ
Ｐ
又
は
五
条

地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

☆
予
備
自
衛
官
補

　

平
成
25
年
７
月
１
日
現
在

▼
一
般
公
募
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

▼�

技
能
公
募
：
18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
者

で
左
記
の
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る

者
（
資
格
に
よ
り
54
歳
又
は
53
歳
未

満
）

☆
技
能
公
募
資
格
の
一
例

　

�

医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
・
准
看
護

師
・
救
急
救
命
士
・
理
学
療
法
士
・
診

療
放
射
線
技
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
自

動
車
整
備
士
・
情
報
処
理
技
術
者
・
総

合
無
線
通
信
士
・
電
気
主
任
技
術
者
・

建
築
士
・
測
量
士
等

◎
受
付
期
間

☆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
２
次
募
集

　

�

平
成
24
年
11
月
14
日
（
水
）
～
平
成
25

年
１
月
16
日
（
水
）

☆�

幹
部
候
補
生
：
平
成
25
年
２
月
１
日

（
金
）
～
４
月
26
日
（
金
）

☆�

医
師
・
歯
科
幹
部
：
平
成
25
年
２
月
１

日
（
金
）
～
４
月
26
日
（
金
）

☆�

予
備
自
衛
官
補
：
平
成
25
年
１
月
９
日

（
水
）
～
４
月
３
日
（
水)

◎
試
験
期
日

☆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
２
次
募
集

　

�

平
成
25
年
１
月
20
日
（
日
）
※
応
募
が

多
数
の
場
合
、
平
成
25
年
１
月
23
日

（
水
）
に
第
２
回
の
採
用
試
験
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
�

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

　

お
知
ら
せ

　

�

介
護
ベ
ッ
ド
用
手
す
り
（
サ
イ
ド

レ
ー
ル
な
ど
）
に
よ
る
死
亡
・
重

大
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

　

�

自
衛
官
各
種
募
集
の
ご
案
内
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☆
幹
部
候
補
生

（
一
次
試
験
）

　

平
成
25
年
５
月
11
日
（
土
）
筆
記
試
験

　

��
平
成
25
年
５
月
12
日
（
日
）
筆
記
式
操

縦
適
正
検
査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の

み
）

（
二
次
試
験
）

　

平
成
25
年
６
月
11
日
（
火
）
～
14
日

（
金
）
の
う
ち
指
定
す
る
日

☆
医
師
・
歯
科
幹
部

　

平
成
25
年
５
月
17
日
（
金
）

☆
予
備
自
衛
官
補

　

�

平
成
25
年
４
月
12
日
（
金
）
～
15
日

（
月
）
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

　

�

詳
し
く
は
、
下
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
：

　

〒
６
３
７―

０
０
０
４

　

�

五
條
市
今
井
５
丁
目
１―

12　

サ
ン
タ

ウ
ン
２
階　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本

部　

五
條
地
域
事
務
所

　

☎
０
７
４
７―

22―

３
７
８
９

迎　春

地域福祉ボランティア基金
金、100,000円

沖金　赤井　イトエ  様
（亡夫、文夫様ご供養として）

ありがとうございました

善　意　銀　行
金、100,000円
吉村　　清  様

（亡母、ヤスヱ様の供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、1,000円

匿　名　希　望  様

ありがとうございました

① ② ③ ④



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●�

一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●�

郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●�

ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

幼 りよだ園稚幼 りよだ園稚

発
行

／
天

川
村

役
場

　
〒

638 -0392  奈
良

県
吉

野
郡

天
川

村
大

字
沢

谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321  FAX：
0747-63-0329　

企
画

・
編

集
／

総
務

課
 広

報
係（

内
線

123）
U

R
L：

http://w
w

w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：

tenkaw
a@

vill.tenkaw
a.lg.jp

広
報

村のうごき

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。 100
古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

平
成
24年

12月
31日

発
行
　
通
巻
431号

2012年
11月

30日
現

在
（

　
）

内
は

前
月

と
の

比
較

人
口

1,677人
（

−
４

）

女878人
（

－
１

）

男799人
（

−
３

）

世
帯

数
739戸
（

−
２

）

燃焼	 32.43トン
前月比	 103.71％
前年同月比	124.59％

不燃	 4.6トン
前月比	 159.17％
前年同月比	142.41％

資源	 6.08トン
前月比	 101.84％
前年同月比	111.74％

粗大	 1.41トン
前月比	 56.85％
前年同月比	 65.28％

11月のごみ
収集状況

　12月１日（土曜日）天川幼稚園において｢なかよし会｣を開催いたしました。ご来賓・地域の方・保

護者の方の温かなご声援をいただき、子ども達はいつもとは違った雰囲気の中で、快い緊張感を味わ

いながら、日頃の練習の成果を力いっぱい発揮してくれました。合唱・合奏・遊戯・劇を終えた子ど

も達の顔は、自信と満足感にあふれ、生き生きと輝いていました。

　外は冷たい北風が吹いていましたが、幼稚園の中は子ども達のやる気・意気込みで熱く感じた一日

でした。

みんなでがんばったなかよし会

３歳児　遊戯
なんじゃもんじゃにんじゃ

５歳児　遊戯
ＧＯ　ＧＯ　サマー

４歳児　遊戯
こども八木節踊り

合奏
とんぼのめがね

５歳児　遊戯
ＴＡＫＩＯ’Ｓ　ＳＯＲＡＮ

音楽劇
３匹のやぎのがらがらどん


